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京
都
大
学
総
合
博
物
館
で
は
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、
探
究
活
動
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
な
ど
を
通

じ
た
「
博
物
館
を
使
っ
た
主
体
的
な
学
び
」
を
深
め
る
た
め
、
学
校
現
場
と
連
携
・
協
働
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
内
陸
京
都
で
行
え
る
海
洋
教
育
の
可
能
性
を
探
り
、
二
〇
一
三
年
度
「
海
」
展
、
二
〇
一
四
年
度

「
学
び
の
海
へ
の
船
出
」
展
な
ど
を
企
画
・
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
二
月
中
旬
、
京
都
府
宇
治
田
原
町
で
古
代
の
イ
ル
カ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
発
端
と
し

て
、
学
校
の
児
童
・
生
徒
、
学
生
、
大
学
院
生
、
教
員
、
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
一
年
間
を
通
じ
て
学
び
合
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
博
物
館
で
、
そ
し
て
学
校
現
場
で
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
京
都
大
学
総
合
博
物
館
で

培
っ
て
き
た
海
洋
教
育
や
学
び
作
り
に
つ
い
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
生
か
し
、
他
に
類
を
見
な
い

博
学
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
今
回
は
こ
の
記
録
と
成
果
を
「
学
び
の
ド
ラ
マ
」
と
し
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
施
行
の
「
海
洋
基
本
法
」
以
降
、
全
国
で
展
開
さ
れ
る
海
祥
教
育
の
試
み
、
そ
し
て
、
学
習
指
導
要
領

で
導
入
予
定
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」。
こ
れ
ら
の
「
新
し
い
学
び
」
に
対
し
て
京
都
大
学
は
蓄
積
さ
れ
た

知
恵
を
、
総
合
博
物
館
を
ハ
ブ
と
し
て
集
結
さ
せ
、
学
校
現
場
と
と
も
に
「
京
大
な
ら
で
は
」
の
柔
軟
で
新
し
い
発
想

で
、
新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
学
び
」
の
あ
り
方
を
実
践
・
普
及
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  
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